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諌早湾干拓事業は公共事業 か

　　 山下 　弘 文

〔諌早干潟緊急救済本部）

1．諌早湾閉め切 りの衝撃

　 1997年4月14日，293 枚 の 世界一
長 い ギ ロ チ

ン に よ っ て 諌早湾3，550haが 7，050m の i享月受堤

防 で 閉 め 切 られた 。
こ の衝撃的な映像が テ レ

ビ で 流 さ れ る と，あ っ と言 う問に 「諌早とム

ッ ゴ ロ ウ」は全 国に 知れ渡 っ た 。 波紋は 国内

だけで は な く国外 に も大 きな シ ョ ッ クを与え

た ，

　 当時 の 長 時県高田勇知事は，全国か ら寄せ

られ る抗議の 波に 「どうして こ うなる の か ！」

と戸 惑 い を見せ ，「干潟 を守 れ ！」の 声 は戦

後自然保護運動 史の 中で か つ て な い ほ ど大 き

な声 とな っ た 。 こ の 声は ，単に 「ム ツ ゴ ロ ウ

を救え 1」 と言 うだ けで はな く， 戦 後口本の

公 共事業の 在 り方そ の もの に
， 厳 しい 批 判の

目が 向けら れ る大 きな契機に な っ て い っ た 。

　諌 早 で は 「諌早干潟緊急救済本部 1が 組織

され，東京事務所 も設置 され，多くの 人 々 が

献身的 な活動 を開始 した 。

一
方，国会議員も，

自民党を除 く全野党の衆参両議院の 有志 に よ

り 「イサ ハ ヤ を考える議員 の 会」が結成 され，

現 地視察を行 い ，シ ン ポ ジ ウ ム な どを開催，

国会内で の活動 を強化 して い っ た 。議員 の 会

は 2度に わ た っ て 「質問 ギ意書 」 を内 閣に提

出 した。こ れ に対する閣議決定の 政府答弁書

は矛盾 に満ちた もの で ，私 た ちの 見直 しの 理

論 的な反 論 に 大 きな力 を与 え る も の とな っ

た 。
マ ス コ ミ の動 きも見逃せ な い 。すべ て の

杜 説が批判
一

本に まとま っ た の は マ ス コ ミ史

上
， 初め て の こ とだ と言 わ れ て い る。

　 諌早湾開発計画 の 歴史は古 い 。1952年3月 ，

有明海17万 haを湾 口 部 で 閉め切 っ て 淡水湖 と

42，000haの 干拓地 を造成す る有明海総合開発

計画が 発足 した の と同時期 に，長崎県単独で

諌早湾 10，094haを閉め 切 り， 水田造成 を 目的

に した長崎大干拓溝想 が立案され，1953年に

国営事業とな っ た 。 1964年，複式
：

「拓方式の

全体実施設計書が で きた 。 しか し，1961年 の

農業基本法の 制定に象徴される農業政策 の 転

換，湾内漁民 の 反対 な ど に よ り中止 され た 。

　 】970年7月，諌早湾開発 を長崎県経済向上

の ため に必要とする久保勘一
知事に よ っ て 土

地 （畑地 ・酪 農）と水資源開発を主 目的 に 長

崎県 南部地 域総合 開発計 画 と し て復活 した

が
，

こ れ も1982年 12月，有明海全域漁民の 大

闘争 と 自然保護団体の ア セ ス メ ン ト批判 の 前

に
， 長崎県選出の金子 岩三農水大臣の 手に よ

っ て 中止 に追 い 込 まれた 。

　そ の 後， 1983年に 旦957年7月の 諌早 大水害

を一．二度 と起 こ さな い とい うこ とで ，閉め切 り

面積 を大幅 に 縮小 し洪水 ・高潮対策 を目的と

す る 防災事業 を盛 り込ん だ諌早湾防災総合 干

拓事業が 発足 した 。こ の 段階で建設省 が参画

し，農水 省の 計画 を
一
部変更，現在の北部排

水門が新 た に設置され た 。 しか し
， 湾内外の

漁民 の 同意 と周辺 自治体の 議 会決議を取 っ た

後の 1988年 ， 県議会な どで全 く論議 が な い ま

ま
， 現 在 の 国営諌早 湾 「拓 事業 と な っ た 。

198gtFl　11月，起工式が行 われ，1990年4 月に

潮受堤防建設 に着手 した 。
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図1　諌早湾開拓最終計画図

2．諌早湾干潟 の特徴

　干潟の 持つ 役割は最近 ， 大 きな注 目を集め

て い る 。 そ の 保 全の 理 由 と して は ，（1）生態

系 の 物質循環 を通 じて の 環境浄化作用 ， （2）

水産業の 観点か らの 生物生産 ，
とりわ け水産

生物の 幼稚仔の 生育場 と して ，ある い は ア サ

リそ の他の 食用貝類 ，
ア サ クサ ノ リ，ア オ ノ

リ，オ ゴ ノ リな どの 食用藻 類 の 生産収 穫 の 場

と して の 価値，（3） 1潟 ，極浅海の 生物群集

自身の 特性 ， 希少種などの 存在価値，〔4＞干

潟を採食場所 とする水禽類，特 に 地球上 を国

境を 越 え て 長 距離 の 渡 り を す る 鳥類 の 中継

地，ある い は越冬地 として の 重要性が 上 げら

れ て い る （菊地 ，
1993）。 また

， 最近 ， 注目

され て い るの は r一ど もたち の情操 ・環境教育

の 場 と して の 重要性 で ある 。 諌早湾干潟は，

こ れ ら全て に つ い て ，［玉1内随
一

の 優良な干潟

生態系が保存されて，ラ ム サ
ール 条約登 録地

の ク ラ イ テ リ ア の 全 て を満た して い た 。

　干潟が持 つ 浄化能力に つ い て は
， 愛知県 一

色干潟 （1， 00ha）で 農水省中央水産研究所

が 中心 とな り5 力年か けて 行 われ た研究結果

が ある。こ の 結果 ，1日最大処 理水量 75．8 ト

ン
， 計 画処理 人 口 10万 人

， 処理 対 象面 積

25．3km ：程度 の 下水処 理施設 に相 当す る と報

告 され て い る
。

こ の 例 を準用すれ ば，諌早湾

干潟3，000haの 浄化能力は ，
一

色 干潟の 3倍 ，

人口30万 人分 ， 建設費2，600億円以上 の 下 水

処 理施設 に 匹敵す る 。 こ の 建設費 は，諌早湾

干拓事業の 現在の 事業費2，490億 円をは る か

に ヒ同 る 。 諌早湾干潟は ，その 浄 化能力 の 経

済価値 だけ とっ て も干拓事業の 事業総額 を軽

く越 え る ほ ど巨大 な経済的価値 を有 して い

た 。

　生物生 産量 に つ い て は，閉め切 り後 ， 広大

イ
’
　
古
　来　町

門

な干潟に広が っ て い た 二 枚貝 ハ イ ガ イの 死殻

を見 る だ け で 明 らか だ 。
ハ イガ イだ けで 1億

個 と予測 された 。 諌甲．湾は 日本
・
の貝類の 生

産力 を誇 っ て い た 。 また，数多くの 重 要な水

産生物 の 「揺 り籠」 の 役割 を果た して い た 。

　諌早湾干潟に は，約20種の ム ツ ゴ ロ ウ をは

じめ とする特産種 と，30種以 上 の 準特産種が

生息 して い る，稀な 下潟で あ る 。 渡 り鳥に関

して は国内
一

の渡来地 と して 良 く知 られ て い

た。特 に，大型の シ ギ
・
チ ドリ類な どが数百

羽以 上が 越冬 する こ とが大 きな特徴 で あ っ

た 。

3．防災効果 は ある の か

　開発 の 目的 と言われ て い た，水害対策 に は

有効だ っ た か 。 閉 め 切 り直後 の 1997年5月 と7

月 の 大雨が具 体的な例 とな っ た。閉め切 り前

に は，農水省 も県 も 「閉め 切る と諌早大水害

と伊勢湾台風 が 同時 に来 て も枕 を高 くして寝

られ る」 と主 張 して い た 。 し か し，既設干拓

地 は大冠水 し床上浸水，床下浸水が起 こ っ た 。

また ，1999 年7月 23 日に 諌早市を襲 っ た集中
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豪雨 で は 市内 の 約9割 の 所帯 に避難勧告が出

され た。市内 の 繁華街 も床上 ，床下浸水 に見

舞わ れ た 。

　自然 の 権利 の 裁判 で は，田 村 亮 （元 ）T一拓

事務所長 が 「諌早・大水害を二 度 と起 こ さ な い

と い うこ と は，言 っ た こ と が な い 1，市街地

の 水害対策は 「建設省がや る はずだ」 と証言

した 。 政府答弁書で も 「本 明川 に係 わる河川

法第 16条第 1項 に 規定する L事実施計 画は，

当該河川 に つ い て の 洪水，高潮等に よる災害

の発生 防止とい う目的を達成で き る よう策定

して お り，潮受堤防の 存在を前提と して い る

もの で はな い 」 と明確 に答え て い る。

　賛成派農民 が 願 っ て い た 既設 十拓地 の 常時

排 水 は ど うか。田村所 長 は 裁判 で 「常 時 と は

洪水時以外 と い う意 味で す 。 多少雨が 降 っ て

も， 毎年1回降る よ うな ， あま りi瞿水が 生 じ

な い ような雨 の とき以下 を常時 と
…

。 雨が降

らな い こ と ももち ろ んそ うで す け れ ど も…」

と答え，5月 とか7月の 大雨はあれ は洪水だか

ら排水で きなか っ た と主張 して い る 。

　
一

方，諌早湾を閉め切 っ て か ら，既 設堤防

や周辺地域の 不等沈下が起こ っ て い る 。 内部

堤 防 の 起 点 で ある森山 の 既設堤 防 は，恐 ろ し

い ほ どの 沈下 を見せ て い る 。 諌早湾 を閉め 切

り， 調整池 の 水位 を マ イナ ス 1m に保 つ こ と

に よ っ て ，こ れ まで 毎 日2回 の 干 満差が な く

な っ た 。 地盤 は 圧密 に よ っ て沈下 し
，

地 下水

も流 れ出す。防災を大義名分 と した諌早湾干

拓事業は，防災 ど こ ろ か 「増災」 の ため の 公

共事業だ っ た と言 っ て も言 い 過 ぎで は ない
。

　こ うした こ とを農水 省は事前 に予測 して い

なか っ た の は政府答弁書に も現れ て い る 。 農

水省 の 既 設堤 防改修予定 は 4．5km に し かす ぎ

ず経費は 亅0億円 と見積 もっ て い る 。 さらに既

設堤防 の 改修 とか さ上 げを行 えば 1，800 億 円

掛か る の で ，出来 な い と答え て い る 。 堤防の

長 さが 約10倍 に な る と，なぜ 予算が 180倍 に

増加す る の か不可解 である。

4 ．営農計画 の 今後の 見通 し

　干拓 の 目的は優良農地造成 で あ る と言 わ れ

て い る 。 果た して造成され る干拓地 は優良農

地 で ある と言 える の だ ろ うか 。

　農水省干拓事務所 と長崎県は 「小江干拓 地

で レ タス 栽培成功」 と胸 を張 っ て マ ス コ ミ に

報道 した 。 しか し 「小 江干拓地」は干拓地 で

は ない 。こ こ は潮受堤防 を建設する ため に海

底 の ヘ ドロ や 泥 を浚渫 したが，それ を捨 て た

場 所が 小 江堤 防に 囲 ま れ た場所で
， 干拓地 で

は な く 「埋 立地」 で あ る。こ こ で 土壌改良を

や り，野菜を栽培 して 成功 した と い うこ と か

ら 「干拓地農業は成功の見込み あ り」 と主張

す る の は ペ テ ン 以外何物で もない
。 十拓地は

ゼ ロ メ
ー

トル の 海底 をそ の ま ま利用 す る の

で ，雨が 降る と灌水す る 。 野菜 な どは 度 ，

完全に灌水する と収穫は ゼ ロ にな る 。 こ うし

た十地 で 野菜な どが作れるはずが な い 。

　 さ ら に 農水省は 農業用水 と して 調整池の水

を使 うと 言 うが ，こ れ も不可 能な こ とは
，

ど

んな対策を取 っ て も改 ま らな い 調整池 の 水質

悪化 の 現状 を見て も明らか で あ る 。 建設省は，

こ の た め 諌早 市に膨大な建設費が 必要な下水

の 高度処 理施設建設 を求め て い る、，農水省が

農業用水確保の た め に 閉め
．
切り，40年以上が

経過 して い る 岡山県児島湖 の 淡水湖 の 現 状 が

こ れ を証明 して い る 。
こ こ で は 度 も水質悪

化 の た め に農業用水 と して 使 用され て い な

い o

　 こ の 優良農地 に 入植者 は い るか。賛成派農

民の 内，誰ひ と りと して積極的に 人植 しよう

とい う農家 はな い 。 また ，諌早湾周辺 の 酪農

家は こ れ以上 ，借金 を背負 い 込 む の は御免だ，
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と言 う。 長崎県は IOa当た りの 入植経費を算

定 したが ，110万 円 に な る と試算され た 。
こ

れ は周辺農家の 土 地代 に 比較 し て 極め て 高

い
。 そ の た め 長 1［1奇県 は 10a当 た り約 70万 円 と

する とい うこ とを公表 した 。 しか し
， 減額 し

た金 は宙に消えるの では な く，県民の 借金 と

して残 される 。
こ の 金 額さえ内部堤防建設費

が膨れ 上が る と，膨れ上が る こ とになる 。 こ

れ で 入植者が い るとい う方が無理 で あ ろ う。

　 過 去，諌早湾開発が大長崎干拓構想 と呼ば

れ て い た と き，若い 漁民 たちが干潟と して利

用 した場 合 と農地 と して利用 し た場合の 比較

を した 。 昭和40年代 の 頃で ある 。 それ に よ る

と 農業 の 場合，表作米8俵56，000円，裏作麦4

俵 12，000円，計68，000円 。 漁業の 場合 ，
ノ リ3

万枚 ， 24万 円 ，
モ ガ イ 1，228キ ロ ，94，550円，

計 33万 4，550円 。 見 る とお り，農業 に比較 し

て約5倍の 収益がある こ とが試算 されて い る。

　諌早 湾閉 め 切 り前 まで ，周辺 住民は 晩の

「おか ず」を買 う習慣が なか っ た 。 十潟 に 出

れ ば，子 ど もで も，遊びな が ら 貝や タ コ や カ

ニ や 魚 を取る こ とが で きた 。こ うした 自然 の

恵み こ そが，諌早湾周辺の 入々 の戦後の 食糧

難を支え て きた の で ある 。

　農業は気候 に左右 され る。干潟生物 も影響

は受ける が
， 干潟の場合 ， そ れ な りの 生 き物

た ちが 替わ りに 発生 す る 。 農 業振 興を叫 ぶ な

ら
， 国や県は 諌早周辺干拓地 の 農地潰 しや 減

反政 策を止 め，土地の か さ上 げや土壌改良に

力を注 ぐべ きで ある 。

5．有明海漁業に 与える影響

　諌早湾 開発が有 明海の漁業に与え る 影響に

つ い て は
，

1952年 の 長崎大十拓搆想，長崎南

部地域総合開発計画当時か ら漁業関係者や 研

究者か ら指摘 され て い た 。 特に
， 南総 開発 の

当時，反対運動の 先頭に 立 っ て い た佐賀県有

明漁連の 漁民 は 「泉水海 （諌早湾）は有明海

の 子宮 だ 。了
・
宮 を取られ た ら有明海 の 漁業は

壊滅する」 との ス ロ ーガ ン で 闘 っ た 。 現在の

干拓事業が始まっ て か らそ の 危倶 は現実の も

の とな っ て い る 。 堤防工 事が 始 ま っ て か ら，

潮受堤防の外側の 諌早湾漁業は壊滅的な打撃

を受け始めた 。 特に タイ ラ ギ潜水漁業は殆 ど

壊滅 した 。 若い 潜水k は会社を設立し干拓事

業 の 下請 けで 生活 しなけれ ばな らな くな っ

た 。

　 3度に わ た る ア セ ス メ ン ト総 合評価 の 「諌

早湾奥部の 消滅は，干潟域 や 諌早湾奥部に 牛

息する 生物相の 生息域や産卵 場 な どを
一

部消

滅 させ るが ，
こ の こ とが有明海の 自然環境に

著 しい 影響 を及ぼす もの で は なく，またそ の

影響は計画地の 近傍 に限 られ る こ とか ら，本

事業が 諌早湾及びそ の 周辺海域 に及ぼす影響

は許容 しうる もの で ある と考えられ る」　《諌

早湾干拓計画 〔
・
部変更）に係 わ る環境影響

評価 書 》と い う予 測 は こ と ご と く外 れ て い

る、，調査 に参加 した科学者は 「影響は大 きい 」

との 報告書 を取 りまとめ て い たが ，最終的に

公表され た ア セ ス メ ン トで は そ の結論が 改ざ

ん さ れ 「影響は 少な い 」 と書 き換 えられ て い

た
。 具体的な被害例 を挙げよう。

　 タ イ ラ ギ は勿論だ が
， 他の漁業に まで 影響

は広が りつ つ ある 。 南部排水 iii亅か らの 汚濁排

水を直接受け る島原 半島で は 1998年か らその

影響は大き くな り始め た 。 魚介類の 生産が極

端 に落ち込み ，さらに島原半島漁民に とっ て

命綱 だ っ た ノ リや ワ カ メ の 養殖が壊滅的な打

撃 を受 けて い る 。

　佐賀県 と長崎県 の 県境 に位置する 竹崎 は
，

タ イ ラ ギ潜水漁業の 基地 と して 有名で あ る

が，タイ ラ ギ，ガ ザ ミ （竹崎 ガ ニ として有名）

の 漁獲が落ち込ん で い る 。 1999年暮れか らは
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全 く漁獲が な い
。 また ，有明海全体で 潮流が

変わ り，干満 の 時間が変化 した。佐賀県有明

海奥部で は満潮時 間が 早ま っ た り，数十 CIII

の 潮位が上が る な どの 現象が見 られ る 。 さ ら

に，低酸素海水 の 発 生 もある。潮受堤 防造成

の た め 諌早湾の 海底か ら大量 の砂を採取 し た

が， こ こ が深 くえ ぐれ低酸素水状 態 に な り，

こ の 海水が 対岸の 大牟田や荒尾へ 向か っ て舌

状 に張 り出 して い る こ とが観測 され て い る 。

　 1998年7月 と10月末に は小長井か ら佐賀県

県境 に かけて 赤潮が 発生 し た 。 7 月に は シ ャ

トネラ ・ア ン テ ィ カが発生，小長井沿岸を中

心に大量の 天然魚が死滅 し海岸に打ち上 げ ら

れ た。 こ うした 現象は ，過去
一

度 も経験 し た

こ とが ない と言 う。10月末の 北部排水 門周辺

で 発生 した フ ィ プ ロ カ プ サ ・ジ ャ ポ ニ カ は北

側 へ 帯 状 に広 が り佐 賀県 境 に 向 か っ て 幅

2km ，長さ 10km に達 した 。 現在 で は ，有明

海の 多 くの 海域 に驚 くよ うな赤潮の発生が見

られ る c 有明海で は こ の 数十年の 問で魚介類

の 漁獲高は減少 を続けて い る 。 冶名 な ム ッ ゴ

ロ ウ の 佐賀県漁獲高 は 1960年代後半 の 100 −

200ト ン か ら減少 を続け，1983年以降 は 3−4 ト

ン に まで 激減 して い る 。 ほ か の魚介類 も同様

で，こ の ままだ と今後 10年た らずの うちに有

明海漁業は壊滅するの で は な い か と危倶され

て い る 。

　こ うした現 象は ，有明海奥部干潟環境 の 悪

化以外 に考え られ ない
。 私た ちは有明海 と八

代海 の 千潟生 物調査 を行 っ た が ，そ の 結果 か

ら干潟環境の 悪化は明 らかだ っ た 。
こ うした

中 で諌早湾干潟 は唯
一
，有明 海が健全だっ た

こ ろ の 干潟環境を保 っ て い た 。
こ の 干潟 の ほ

とん どが 閉 め 切 りに よ っ て 消滅 しようとして

い る 。 有明海漁業に影響が出 な い は ずが な い 。

加えて
， 水門か ら調整池水位の 維持の ため放

流 され る水は ，殆 ど淡水化が 進み ，ヘ ドロ 化

した汚染水で ある 。 諌〒・湾の 閉め切 りは，有

明海漁業壊滅の 引 き金 とな りつ つ ある 。

　1997年秋 に開催 された 日本 ベ ン トス 学会で

は諌早湾干拓事業の 見直 しの 要望書 を長崎県

知事，総理 大臣 ，農水大臣に対 し て提出 した 。

そ の 中 で 次 の ように 述 べ て い る。

　1
』
失わ れ る 干潟 ・浅海域の 規模 の大 き さ お

よびそ こ で 推定 され る生物生 産力 ・水質浄化

能力の 大きさを考慮する と，本事業は，長期

的には有明海全体 の 水産資源 に重大な悪影響

を もた らす可 能性が ある」 と して，干拓 事業

を一時中断 し，閉め 切 り堤防内に海水 を導入

す る こ と に よ り，当面，そ こ の 干潟環境 を復

元する こ とを求め て い る 。

　海水 を導入する こ とに よ り，　
一
時的に は島

原半島周辺 や 有明海 の 漁業 に対する 影響が大

き くな る こ とが考 え られ る 。 しか し，こ の ま

ま放 置 して お くと 漁業に 対す る影響は計 り知

れな い もの に な り，ひ い て は漁業壊滅 の 恐れ

す ら考えられ る 。 　
一
時的な影響は こ れ を辛抱

して ，有明海干潟環境を再 び よ みが えらせ る

こ と こそが今，早急に求め られ て い る 。

6．財政問題か ら見 た諌早湾干拓

　財 政 問題 も破綻 し て い る （宮入，1999）。

諌早湾干拓 の 財 政的 な問題点 は，全国 で 90万

ha以上 の 大規模な減反を続け，膨大 な耕作放

棄 地 をそ の ままに して お きなが ら
， 他方で 新

た に 1
，
840haも の 広大な

：F拓地 を造成する必

要がある の か とい う問題がある 。 それ はさ て

おき，生物多様性 に富ん だ 豊 か な生 態系が 消

滅 す るだけ で は な く，地域 の 人び との 生活や

景観，文化的風 土 まで もが失 われようとして

い る 。 こ うした社会的損失の 多 くは ，
い っ た

ん 失えば金銭で は 補償で きな い 絶対的，不可

逆 的損失 と言 える 。
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資料調 査報告

　農水省の 「経済効果」算定の 特徴と問題点

は 三 つ ある 。

一
つ は，経済効果だけを算定 し

損失 を考慮 しな い 我 田引水型の 評価。二 つ は

絶対的損失の 等閑視 。 三 つ は，経済効果 の 過

大算出 で ある。公共事業 の 効果 を判定する方

法に 「費用便益分析」 の 手法がある 。
こ の 場

合便益一効果 だけで は なく， 費用＝損失 を も

明らか にすべ きであ り社会的便益 （効果）が

社会的費用 （損失）を上 回る こ とが ，公 共事

業を選択する最初の 必要条件で ある 。

　第
一

の 問題 点は，干拓事業に伴 っ て永久に

失 わ れ る
， 水産業者 の 就業機会や 漁業所得，

干潟の 極め て 高 い 浄化能力 の もつ 経済 的価 値

の 消失 ， 環境悪化に よ る 地域 の 住民生活や 地

域 産業へ の マ イナ ス 効果，またエ コ ツ
ー

リズ

ム の よ うな将来性の 高 い 観光資源 と して の 干

潟の 経済的価値 の 喪失な どの よ うな ， 相当程

度まで 経済計算が可能な社会的損失に つ い て

さえ まっ た く視野の外 に置かれ て しま っ て い

る 。 こ れで は 我田引水で ある 。

　第二 の 問題 点は，絶対 的損失 を完全 に 無視

して い る こ とで あ る 。社 会的な損失の 中に は，

金銭で は計れ な い 絶対的損失 とい うべ きもの

があ る 。 人命の 喪失，復 旧不能の 大規模 な自

然破壊 ， 文化財 の 破壊 な どは本 来的に経済計

算が不可 能な損失 で ，
一度発生する と金銭で

は取 り戻すこ とが で きな い
。 諌早湾干拓の 絶

対 的損失で 最大の もの は
， 諌早 湾3

，
000ha の

干潟の 喪失 で
，

こ れ に伴 う稀 に み る 生物多様

性 に満ちた特有 の 干潟の 生態系や希少生物 の

絶滅で ある 。 さ ら に
， 豊か な干潟 とともに育

まれ て きた地域住民 の 生活や歴 史 ， 文化 ， 景

観 精神的風土 な どの喪失で あ り，い っ たん

消滅 し た ら再生する こ とは で きな い 。 こ れ ら

は本来ア セ ス メ ン トで検討 されな けれ ばな ら

な い が，諌早湾干拓環境 ア セ ス メ ン トに つ い

て
， 長崎大学東幹夫教授 は 「もは や ア セ ス の

名 に値 い しな い 」 （東，1999） と指摘 して い

る 。

　第三 の 問題点は，農水省 に よ る干拓事業の

経済効果 の 算定が過大評価 とな っ て い る こ と

で ある 。 ［
’

拓事業 に よ る 経済効果の 内訳 は

（1）作物生産効果26．4億 円 （31．0 ％）， （2）国

土造成効果14，78億円 （17．4％ ），（3）災害防

止効 果40．4億 円 （47．5％）， （4）維持管理 費節

減効果マ イナ ス 1．45億 円 〈
− L7 ％），（5＞そ

の 他4．99億円 〔5．9％ ） とな っ て い る 。 農水省

算出 の 経済効果 の 中で は 災害防止効果 が最大

で ，全 体の 半分近 くを占め て い る 。 作物効果

だけ で は 事業投資 の 経済的妥当性をまっ た く

説明で きず防災を前面 に押 し出 さざる を得な

か っ た 理 由が こ こ にある 。 しか も， 農水省の

災害防止効果 の 算出は前提 と な っ て い る 被害

の 発生確率 と被害想定が過大 なもの とな っ て

い る こ とで ある 。

　第
一

に ，潮受堤防等に係わ る総合耐用 年数

は57年とされ て い る が，こ の 間，伊勢湾台風

級 の 巨大台風 に よ る高潮 と諌早水害並 の 集中

豪雨 に よる洪水が ，同時 に必 ず
一

度発生 す る

と仮定 され て い る 。 専 門家 は 100−500年に
一

度起 こ るか起こ らない か の 確率だ と言う。

　第二 に ，仮定 された高潮 と洪 水の 同時発 生

に よ っ て 生 じ る被害額723 ，67億 円の うち最大

の 被害は堤防 の 崩壊327．4億円 （45％）だが，

こ れ は 海岸堤防等が 48．1km に わ た っ て 全壊

する もの と仮定 さ れ て い る 。 こ の こ とは既設

十拓堤防の 災害対策 を何 も講 じな い こ と を暗

黙の 前提 と した被害の 極大値 に しかす ぎな

い 。

　投資効率 に つ い て は どうか 。 農水省 の算定

で は
， 当初計画 に よ る総事業費1β50 億円だ

け をと り，投資効率＝妥 当投資額 ÷ 総 事業

費＝1，385億 円 ÷ 1，350億 円 ≒ 1．026＞ 1で あ るか

ら 「木事業計画は経済性か らみ て妥 当なもの
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と認 め られる」 として い た 。 しか し，こ の 算

定 に は少な くと も2つ の 重大な問題点が ある 、、

　第一
に，農水省 に よる投資効率 は，そ もそ

も当初計画の段階か ら過大 に表示 されて い た

こ とで ある 。 こ こ で の 投資効率 と は 便益 〔B ）

を費用 （C ）で 除 した商 だか ら，B を大 き く

算出 し，逆に
，

C を小 さく算 出すれ ばする ほ

ど投資効率は 大 きく表示 され る こ と に な る 。

農水省の算 出は経済的評価が 可能な社会的費

用 （損失）が計算か ら意図的に完全 に 漏れ て

い る こ とは先に 述 べ た とお りで ある 。

　第二 に
， 農水省の 投資効率は

， 分 母であ る

総 事業費 1，350億 円が 86年当初 計画の もの で

あ っ て ，そ の 後事業費は膨張 しつ づ け，96年

度 に は すで に 当初計画 の 約 1．8倍，2，360億 円

にも達 した 。 こ の 金額で投資効率を計算すれ

ば0584 と大幅 に低 ドして しま っ て い る 。

　今や ，諌早湾干拓事業は 農水省 自身の 評価

方式で す ら，1．Ol と試算 して い る。今や 諌早

湾 干拓 事業は，公 共事業 と し て の経済的妥当

性 を完全に失 っ て しまっ て い る 。

7．公共 事業 の不 可解 さ

　 諌早湾干拓事業の 歴 史を振 り返 る と，戦後

日本の 公共事業の 不可 解 さが あらわにな る、、

諌早湾 干拓 事業 ，中海干拓 ，長 良川 河 口堰事

業は戦後 日本の 「惰性に よ る 開発」の 典型 と

言われ て い る。こ れ らの 事業は，戦 後の 混乱

期 に計画され た もの で あ り，当時は社会的な

要請 も強か っ た事業だ ろ う。 し か し，そ の 後，

社会情勢は 大 きく変化 した が ，それ に伴 う事

業の 見直 しは行われず，ほ と ん どが 当初の 計

画通 り進め ら れ て き た 。

　諌早湾開発 の場合 は，当初の 目的は米増産，

次 は水資源開発 ， そ して現在の 防災と農地造

成 と，め ま ぐる しく目的が変化 して きた の が

特徴で あゑ ，

一
旦 ，計画 した 公 共 事業は何 が

何で も実施 して い く，とい う公 共事業の典型

が こ こ に 見られ る ，、

　 こ うした事 には，幾 つ か の 問題 点が あるだ

ろ う．　 つ は，公共事業の 決定方式に ある 。

巨大 な財政 を持 つ 各省庁が独 自に 各種公共事

業を企 画 し，予 算を立 て る。そ の 企 画は，次

に事務次官会議 に掛け ら れ る とい う。 そ こ で

は 満場
一致制 が取ら れ る。こ こ に問題 があ る 。

農水事務次官が 諌早湾開発は 防災の為 に行 う

事業だ と主張す る と
， 防災の 管轄 で あ る建設

省が異 を唱えるだ ろ う。 そ うする と事業 は出

来な い
。 各種公共事業が 軒並み ，こ の 調 子 で

あるか ら，会議 に掛 け られた全 て の事業 はす

んな りと通 っ て しまう。 次が 閣議決定で ある 。

こ れ も事務次官会議で慎重 に審議 され て い る

か ら と言 う理 由で ，盲判 を押す こ と に なる。

膨 大な税 金が湯水 の ご とく使われ る構造 で あ

る 。

　こ うし た事を考える と，公共事業を支え て

い るの は官僚，ゼ ネ コ ン ，それ に 族議員の ゴ

ール デ ン ・
トライア ン グ ル だ と言 える。公 共

事業が，
一

度 も正式に 国会論議に な らな い 構

図が出来 ヒが っ て い る 。 その 証拠 とも言える

こ とが 諌早湾干拓で は見 られ た 。 自民党現職

参議院議貝 であ る長 崎 県選 出 の 田浦 直議員

が ，私 に語 っ た こ とだが ，彼は同僚議員
一
：人

で 農水省構造改善局に 怒鳴 り込ん だ と言 う。

なぜ か と聞 くと，防災事業だか ら当然，建設

省が事業 を進め て い る もの と考え て い たが
，

農水省がや っ て い る と 言 うこ とを知 り，怒鳴

り込 ん だ と 言 う。彼が悪 い の で は な い だ ろ う。

一
度 も国会の 場で 論議出来な い とい うシ ス テ

ム そ の もの が 問題 で あ る。

　次の 問題 点 と して 環境 ア セ ス メ ン トが あ

る 。 1999年 ， 新 しい ア セ ス メ ン ト法が施行 さ

れ たが ，まだ極め て不 卜分な もの で あ る 。 こ
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の 法で は諌早 湾の よ うに，そ の予測が全て 問

違 っ て い る こ とが分か っ て も，過 去行われた

ア セ ス メ ン トに つ い て の 見直 しは出来な い
。

さ らに従来通 り，事業者 アセ ス メ ン トで ある

こ と も問題 で あ る 。 少 な くとも第三者機関に

よ る ア セ ス メ ン トが実施 され る こ とが必要で

ある 。 また，最近 は ア セ ス メ ン ト会社に委託

する こ とも多い
。 纏め ら れ た報告書もだ れ が

や っ た の か調査 ・研究者 の 名前す ら分か らな

い こ とが多い
。 こ れ で は ど ん な学会で も科学

的 とは認 める こ とはな い だ ろ う。

　諌 早湾 の場合は 3回 の ア セ ス メ ン トが ある

が ，生態学会や水産学会が 問題 に し たよ うに，

同 じ学会員が 参加 した にもか かわ らず，そ の

結論が相反する もの に な り，それぞれ の 学会

で 大 きな問題 となっ た。また，参加 し た研究

者の結論を故意に ね じ曲げた り， 改ざん した

りして い る こ と が学会 で も報告され て い る 。

開発 を見直す側 に と っ て は ア セ ス メ ン トは 切

り札 とも言え る 。 それが殆 ど信用出来な い と

なれ ば
， 科学的な論争が 出来る はずが な い

。

早急に欧米並 み の ア セ ス メ ン ト法を成 立 させ

る 必要が ある 。

　第三 に，情報公 開である 。 開発計画立案の

場合，相当の 調査が行 われ る ように な っ た こ

と は評仙出来る が ，そ の 情報の殆 どが非公開

で あ る。諌早 湾 開発 の 場 合は極端 だ っ た 。 長

崎南部地域総 合 開発 計画 の 時 ，隠 され た資料

集 や ア セ ス メ ン ト対 応 策 な ど を 見 る と，

3，000va以上 の 報告書や調査 が なさ れ て い る

こ とが判明 したが ，そ の 99．9％ が公 開 され て

い な い 。

　2001年度は事業 の 再評価が行わ れ る が ，こ

れ に も二 つ の 大 きな問題が ある 。

一
つ は ，関

係団体 の文書 に よ る聴取 を行 うとなっ て い る

が ，農水省構造改蒜局 に言 わせ ると，関係団

体 とは 長崎県知事 の こ とで あ り，そ の 他の 意

見は聴取 しない とい う。 また，評価 に係わる

第三者委貝 会が あるが ，そ の 委員 は農水省が

中立 の 立 場で 選 んだ 学識経験者で あ る と い

う、、しか し，公害悶題 で明 らかに なっ たよ う

に 「中立」 とい う立場 はあ りえな い 。こ うし

た こ とか ら，私たちは，住民団休，研究者グ

ル
ープ，漁民 ，関係各県などの 意見 も聴取せ

よ 。 さ ら に 第三 者委員会に われわれが推薦す

る 委員を人 れ る こ とを求め て い くつ もりで あ

る 。

　 日本 の 止 まる こ とを知ら な い 自然破壊 ， 環

境破壊を くい 止 める には，公 共事業 コ ン トロ

ール 法，欧米並 み の ア セ ス メ ン ト法，完全 な

情報公 開法の 三 つ は 欠かせ ない 条件で ある 。

　諌早湾干拓 事業は もはや公 共事業 とは 言え

な い 。こ の 事業 の 見直 しは，有明海全体の 漁

民の 総決起 と私たち の 科学的 な批 判，さら に

国会で の 論議 に か か っ て い る 。 諌早湾開発の

行 方 は
， 環境 の 世紀 と 言 わ れ る 21世紀 の 日本

の 環境問題 を占う重 要 な課 題 と言え る だ ろ

う。
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　　　　　　　　　 〔や ま し た ・ひ ろ ふ み 、

2000年6月 7日受理 ，2000年6月 EO日掲載決定

　 付記

　 111ド弘文氏 は，2000年7月21 凵朝急 逝 され た 。 原

稿 の 修 正 を お 願 い して い た 矢先 の こ とで あ っ た 。

そ こ で ，事務局 に残 され た原稿に，誤字，脱字等，、

最小限の 手直 し を施 し，こ こ に 遺稿 と して 掲載 さ

せ て い た だい た次第で ある。

　 ご 冥福 を心 よ りお祈 り申 し上 げ ます 。

　　　　　　　　　　　　　 （編集委員会事務局 ）
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